
製造技術研究部門

プログラム

リマニュファクチャリング (リマン)は、サーキュラーエコノミー実現へ向けてその推進が必要不可欠で
あり、ものづくりの競争力強化に対して重要な鍵となります。本シンポジウムでは、リマンの市場、ビ
ジネス、技術、政策の最新動向を共有して、取り組むべき課題と展望を探るとともに国内のリマン事業
の推進を目指し、産総研にリマンの研究拠点を形成する取り組みを紹介します。ポスターセッションで
は多くの取り組み例を紹介し、幅広いネットワーキングにご活用頂く機会ともさせていただきます。

日
時

会
場

2024年2月13日 (火)

 産総研 臨海副都心センター 別館11F 
〒135-0064 東京都江東区青海2-3-26 (https://www.aist.go.jp/waterfront/ja/access/)

定員120名（リアル）

参 加 費

無  料
13：30～17：30（受付開始13：00）

リアル

13:30-13:35 開会挨拶

中野 隆志    (産総研 エレクトロニクス・製造領域 副領域長)

13:35-14:15 基調講演 「サーキュラーエコノミー時代のリマンとリファービッシュの協働

を目指して」

原田 幸明 （一般社団法人サステイナビリティ技術設計機構 代表理事)

14:15-14:40 企業取組 「循環型社会に向けたキヤノンの取組み」

古田 清人 （キヤノン株式会社 サステナビリティ推進本部 理事顧問)

14:40-15:00 発表 「リマニュファクチャリングの研究開発拠点化に向けた産総研の取組み」

松本 光崇  (産総研 製造技術研究部門 副研究部門長）

休憩 10分

15:10-15:35 企業取組「JALエンジニアリングの航空機パーツのリマニュファクチャリング」

   中野 剛（株式会社JALエンジニアリング 事業推進部 マネージャー)

15:35-16:00 企業取組「信越電装の自動車パーツのリマニュファクチャリングの取組み」

池田 晶 （信越電装株式会社 代表取締役副社長) 

16:00-17:20 ポスター発表／ネットワーキング

   休憩含む

17:20-17:30 閉会挨拶

三宅 晃司 （産総研 製造技術研究部門 研究部門長）

参加申込
以下のサイト またはQRコード からお申込みください

https://forms.office.com/r/aHzH1CCgyH

連 絡 先

申込締切

シンポジウム事務局 鵜澤

2024年2月8日(木)
※定員に達し次第、締め切りとさせて頂きます。

E-mail: M-reman_sympo-ml@aist.go.jp

※ポスター発表ご希望の方は1月25日までにお知らせください。

リアルとオンラインのハイブリッド開催 (リアル中心)
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